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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第50期

第２四半期連結
累計期間

第50期
第２四半期連結
会計期間

第49期

会計期間

自　平成20年
　　11月１日
至　平成21年
　　４月30日

自　平成21年
　　２月１日
至　平成21年
　　４月30日

自　平成19年
　　11月１日
至　平成20年
　　10月31日

売上高 (千円) 4,383,8422,173,14510,195,350

経常利益又は経常損失(△) (千円) △ 639,648△ 259,428520,740

当期純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) △ 808,598△ 271,491202,589

純資産額 (千円) ― 2,741,6283,597,605

総資産額 (千円) ― 13,119,88914,119,197

１株当たり純資産額 (円) ― 1,583.362,077.71

１株当たり当期純利益金額
又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

(円) △ 466.99△ 156.79 117.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 20.9 25.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 430,764 ― △ 158,662

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 429,618 ― △ 1,722,770

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 512,070 ― 2,180,396

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,166,464653,272

従業員数 (名) ― 275 283

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年４月30日現在

従業員数(名) 275[61]

(注) １　従業員数は就業人員であります。

　　 ２　従業員数欄の[外書]は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であ

ります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年４月30日現在

従業員数(名) 231

(注) １　従業員数は就業人員であります。

　　 ２　臨時従業員については、従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

木材事業 1,209,621

ハウス事業 776,090

合計 1,985,711

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　金額は、販売価格によっております。
４　アミューズメント事業及び不動産事業は、非製造業であるため、記載を省略しております。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業の種類別
セグメントの名称

第１四半期末
契約残高

第２四半期中
契約高

第２四半期中
契約実行高

第２四半期末
契約残高

第２四半期末契約残
高のうちリース期間
未経過契約高

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

ハウス事業 990,780 456,403 784,181 663,002 421,574

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　木材事業は受注生産を行っておりますが、生産から販売までが短納期であるため、また、アミューズメント事業
及び不動産事業は非製造業であるため、記載を省略しております。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

木材事業 1,147,285

ハウス事業 784,181

アミューズメント事業 223,904

不動産事業 17,774

合計 2,173,145

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成21年２月１日～平成21年４月30日）におけるわが国経済は、１－３月期の

国内総生産（GDP）が前期比年率で過去最大の減少率を記録する等、景気は引続き悪化いたしましたが、国際的

な金融市場の落ち着きに加え、政府の財政・金融政策の効果も影響し、輸出や生産の悪化に下げ止まりが見ら

れ、景気に薄日が差し始めることとなりました。 

　木材事業におきましては、機械、自動車及び鉄鋼等輸出産業の需要がかつてないほどに悪化し大規模な生産調

整・在庫調整が行われ、それに伴い梱包用材の市場も大幅に縮小したままに推移いたしました。 

　このような環境のもと、シェア拡大のため競合他社販売先への戦略的販売価格による積極営業を展開したこ

とにより顧客数は前年同月比で20％程度増加し、縮小した市場にあっても相当の受注量は確保できたものの、

競争激化により販売価格は更に低下いたしました。

　また、平成20年８月に稼働を開始した姫路工場（兵庫県姫路市）の稼働率を市場の動向に合わせて調整を行

いながら高めると共に、更なる効率化のために東海工場（愛知県豊橋市）の閉鎖を決定し、生産拠点の集約を

行うことでコスト削減を図ってまいりました。しかしながら、姫路工場の減価償却費負担が増加したことで製

造コストは増加いたしました。 

　その結果、売上高は11億47百万円、営業損失は２億19百万円となりました。 

　ハウス事業におきましては、公共投資は若干の回復が見られたものの、民需による建設工事は、企業収益の悪

化を受けて大幅に減少したことに加え、大手マンションデベロッパーや建設業者の相次ぐ破綻により、販売先

に対する与信リスクが高まり、受注環境は悪化いたしました。 

　このような環境のもと、引合いが減少した民間工事から、与信リスクが少ない公共工事に営業の重点をシフト

することで受注を確保すると共に、人員の削減や物流拠点である関東リースセンター（千葉県長生郡）を閉鎖

し中部リースセンター（愛知県豊橋市）に集約することでコスト削減を行い、収益の確保に努めてまいりまし

た。 

　その結果、売上高は７億84百万円、営業利益は34百万円となりました。 

　アミューズメント事業のカラオケ部門におきましては、景気の悪化によりレジャーの「安・近・短」志向が

高まり、市場環境は比較的堅調に推移してまいりましたが、３月末から始まった高速道路のETC割引により週末

のカラオケ利用者が極端に減少すると共に、景気の悪化が深刻化するにつれて消費者の消費意欲も減退し、市

場環境は徐々に厳しいものへと変化いたしました。 

　このような環境のもと、メール会員の獲得による顧客の囲い込みや季節イベントの告知を強化することで集

客力の向上に努めると共に、飲食仕入コストの見直しや地域に合わせたメニュー構成を細かく設定すること

で、コスト削減と収益の確保に努めてまいりました。 

　ゴルフ部門におきましては、全国のゴルフ場利用者数が前年同期比でわずかに減少するなか、中・四国地域の

ゴルフ場においては、特徴を生かし営業力を高めて利用者数を伸ばしたゴルフ場と反対に利用者が減少したゴ

ルフ場の２極化が進み、競争が激化いたしました。 

　このような環境のもと、優待券の発行や冬季料金の設定を行い、集客力の確保に努めてまいりました。 

　その結果、売上高は２億24百万円、営業利益は５百万円となりました。 

　不動産事業の賃貸物件におきましては、不動産情報誌への継続的な広告の掲載や内覧希望者に対する懇切丁

寧な営業を行った結果、入居率が徐々に上昇し、賃貸収入が増加いたしました。 

　売買物件におきましては、成約はありませんでしたが、住宅用の分譲地の仕入を行い、次期以降の収益の増加

が期待されることとなりました。 

　その結果、売上高は17百万円、営業利益は４百万円となりました。 

　上記の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は21億73百万円、営業損失は２億27百万円、経常損失は２億

59百万円、四半期純損失は２億71百万円となりました。 

　

また、所在地別セグメントについてパナマ国の売上高は、すべて当社がTUI MARITIME S.A.から木材運搬船の

賃借を行ったものであり、日本以外における外部売上高はありません。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して９億99百万円減少し

131億19百万円となりました。その主な要因は現金及び預金が５億25百万円増加した一方で、受取手形及び売掛

金等が４億20百万円、原材料及び貯蔵品が４億34百万円並びに機械装置及び運搬具が３億27百万円それぞれ減

少したことによるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末と比較して１億43百万円減少し103億78百万円となりました。その主

な要因は長期借入金が８億67百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金等が３億22百万円、短期借入金が４

億円並びにその他（流動負債）が３億36百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して８億55百万円減少し27億41百万円となりました。その主

な要因は利益剰余金が８億60百万円減少したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は11億66百万円となりま

した。

当第２四半期連結会計期間の活動別概況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は５億87百万円となりました。その主な要因は税金等調整前四半期純損失２億

64百万円に対して、減価償却費２億59百万円、売上債権の減少３億10百万円及びたな卸資産の減少１億36百

万円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は82百万円となりました。その主な要因は有形固定資産の取得64百万円による

ものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は１億67百万円となりました。その主な要因は長期借入れによる収入11億円に

対して、短期借入金の減少７億円及び長期借入金を２億18百万円返済したことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに発生した課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、当社木材事業東海工場の閉鎖を決定いたしました。これに伴う処分予定の

建物及び構築物5,184千円について減損処理を行っております。

　減損処理後の設備の内容は以下のとおりであります。

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

東海工場
(愛知県豊橋市)

木材事業 製造設備 94,722 8,050
519,438
(20,000)

423 622,635 46

(注) １　金額には消費税等は含まれておりません。

２　工場閉鎖は平成21年10月を予定しておりますが、その後の用途等につきましては未定であります。

３　工場閉鎖に伴う生産能力の減少が約３割見込まれますが、前連結会計年度における姫路工場の取得により生産

能力の拡充が図られており、当社グループの今後の生産活動に及ぼす影響はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年６月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,732,000 1,732,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は、100株でありま
す。

計 1,732,000 1,732,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年２月１日～
平成21年４月30日

― 1,732,000 ― 684,980 ― 512,980
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

中浜　勇治 広島県福山市 284 16.44

中浜　和子 広島県福山市 214 12.37

中浜　勇 広島県福山市 187 10.85

株式会社新日本製函
大阪府大阪市東成区大今里南
２丁目７番13号

112 6.48

鹿野　恒雄 滋賀県大津市 86 4.99

有限会社和幸 広島県福山市松永町４丁目26番55号 61 3.54

御輿　岩男 広島県福山市 57 3.32

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪府大阪市北区堂島浜１丁目２番６号 44 2.54

オービス従業員持株会 広島県福山市南松永町４丁目１番48号 37 2.15

高木　謙明 愛知県知立市 33 1.92

計 ― 1,119 64.6
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　   　400

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,729,200 17,292
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 普通株式     2,400 ―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

発行済株式総数 1,732,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,292 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社オービス

広島県福山市南松永町
４丁目１番48号

400 ― 400 0.02

計 ― 400 ― 400 0.02

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
11月 12月

平成21年
１月 ２月 ３月 ４月

最高(円) 838 800 711 705 700 728

最低(円) 750 670 617 640 640 675

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

該当事項はありません。

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

木材事業部長
木材事業部長兼西部木材

統括部長
池之内　正男 平成21年２月１日

木材事業部営業統括部長
兼製造統括部長
兼東部営業部長
兼東部製造部長

木材事業部東部木材統括部長
兼東部木材統括営業部長
兼関西木材統括部長

井上　務 平成21年２月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。なお、第１四半期連結会計期間（平

成20年11月１日から平成21年１月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を

改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半

期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成21年２月１日から平

成21年４月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年11月１日から平成21年４月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,278,464 753,272

受取手形及び売掛金等 1,891,854 2,311,966

リース未収入金 799,045 901,322

商品及び製品 353,543 174,460

仕掛品 116,234 217,057

原材料及び貯蔵品 510,875 945,515

販売用不動産 396,512 216,689

その他 341,787 673,452

貸倒引当金 △1,407 △1,551

流動資産合計 5,686,909 6,192,185

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,579,227

※
 1,633,579

機械装置及び運搬具（純額） ※
 3,064,817

※
 3,391,903

土地 1,998,510 1,998,510

その他（純額） ※
 481,347

※
 527,390

有形固定資産合計 7,123,903 7,551,384

無形固定資産 72,976 66,071

投資その他の資産

投資有価証券 76,034 69,806

その他 165,017 243,362

貸倒引当金 △4,952 △3,612

投資その他の資産合計 236,099 309,556

固定資産合計 7,432,979 7,927,011

資産合計 13,119,889 14,119,197
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金等 634,570 957,401

短期借入金 1,200,000 1,600,000

1年内返済予定の長期借入金 686,686 587,564

未払法人税等 8,312 111,792

賞与引当金 53,261 60,825

完成工事補償引当金 690 629

船舶修繕引当金 40,950 －

その他 893,466 1,229,495

流動負債合計 3,517,937 4,547,709

固定負債

長期借入金 6,418,057 5,550,873

退職給付引当金 132,119 124,647

役員退職慰労引当金 104,474 102,252

船舶修繕引当金 － 29,250

その他 205,672 166,859

固定負債合計 6,860,323 5,973,881

負債合計 10,378,261 10,521,591

純資産の部

株主資本

資本金 684,980 684,980

資本剰余金 512,980 512,980

利益剰余金 1,546,324 2,406,868

自己株式 △572 △572

株主資本合計 2,743,712 3,604,256

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,083 △1,312

繰延ヘッジ損益 － △5,337

評価・換算差額等合計 △2,083 △6,650

純資産合計 2,741,628 3,597,605

負債純資産合計 13,119,889 14,119,197
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

売上高 4,383,842

売上原価 4,354,537

売上総利益 29,304

販売費及び一般管理費 ※1
 606,037

営業損失（△） △576,732

営業外収益

受取利息 307

受取配当金 459

仕入割引 2,808

その他 10,623

営業外収益合計 14,199

営業外費用

支払利息 69,030

その他 8,084

営業外費用合計 77,115

経常損失（△） △639,648

特別損失

減損損失 ※2
 5,184

特別損失合計 5,184

税金等調整前四半期純損失（△） △644,832

法人税、住民税及び事業税 7,692

法人税等調整額 156,073

法人税等合計 163,765

四半期純損失（△） △808,598
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年４月30日)

売上高 2,173,145

売上原価 2,107,425

売上総利益 65,719

販売費及び一般管理費 ※1
 293,492

営業損失（△） △227,772

営業外収益

受取利息 167

受取配当金 1

仕入割引 1,618

還付加算金 2,046

その他 3,681

営業外収益合計 7,514

営業外費用

支払利息 35,510

その他 3,659

営業外費用合計 39,170

経常損失（△） △259,428

特別損失

減損損失 ※2
 5,184

特別損失合計 5,184

税金等調整前四半期純損失（△） △264,612

法人税、住民税及び事業税 4,436

法人税等調整額 2,442

法人税等合計 6,878

四半期純損失（△） △271,491
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △644,832

減価償却費 517,900

減損損失 5,184

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,195

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,564

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 60

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,471

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,222

船舶修繕引当金の増減額（△は減少） 11,700

受取利息及び受取配当金 △767

支払利息 69,030

売上債権の増減額（△は増加） 522,388

たな卸資産の増減額（△は増加） 176,558

仕入債務の増減額（△は減少） △322,830

その他 267,126

小計 604,845

利息及び配当金の受取額 427

利息の支払額 △66,857

法人税等の支払額 △107,650

営業活動によるキャッシュ・フロー 430,764

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △5,850

定期預金の預入による支出 △12,000

有形固定資産の取得による支出 △399,489

有形固定資産の売却による収入 23

貸付金の回収による収入 180

無形固定資産の取得による支出 △12,483

投資活動によるキャッシュ・フロー △429,618

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,000

長期借入れによる収入 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △333,694

リース債務の返済による支出 △2,652

配当金の支払額 △51,582

財務活動によるキャッシュ・フロー 512,070

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 513,192

現金及び現金同等物の期首残高 653,272

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,166,464
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

　　会計処理基準に関する事項の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計

基準第９号　平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下によ

る簿価切下げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上総利益が356,712千円減

少し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が356,712千円それぞれ増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

(2) リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 平成５年６月17日（企業

会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第16号 平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月

30日改正）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用すること

ができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売

買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が会計基

準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引続き通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を適用しております。

　この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期

純損失に与える影響はありません。　

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律　平成20年４月30日　法律第23号）に伴い、改正後の法定

耐用年数と同一の耐用年数を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の売上総利益が61,161千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整

前四半期純損失が61,161千円それぞれ増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末
(平成20年10月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額    3,950,627千円※　有形固定資産の減価償却累計額　　3,553,592千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　運送費　　　　　　　　　 　　 　205,212千円

貸倒引当金繰入額                  6,398千円

賞与引当金繰入額                 22,856千円

役員報酬                         53,272千円

役員退職慰労引当金繰入額          4,655千円

給料手当                        156,833千円

退職給付費用                      3,546千円

※２　当第２四半期連結累計期間において、次の資産につ

いて減損損失を計上しております。

(単位：千円)

対象資産 種類 場所 減損損失

処分予定
資産

建物及び構築物

愛知県豊橋市

(木材東海工

場)

5,184

合計 ― ― 5,184

処分予定資産は、資産を各々独立した単位にグルーピン

グしております。

処分予定資産について減損損失を認識し、当第２四半期

連結累計期間末における回収可能価額まで減額いたしま

した。減損処理の対象とした処分予定資産の回収可能価

額は、他への転用及び売却の可能性がないことから、帳簿

価額の全額を減損損失として計上しております。

なお、木材東海工場における機械装置及び運搬具、リース

資産については、処分予定資産の特定ができないため、当

第２四半期連結累計期間末において減損損失として計上

しておりません。
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第２四半期連結会計期間

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　運送費　　　　　　　　　 　　　　97,250千円

貸倒引当金繰入額                    841千円

賞与引当金繰入額                 10,855千円

役員報酬                         26,664千円

役員退職慰労引当金繰入額          2,309千円

給料手当                         76,792千円

退職給付費用                      1,297千円

※２　当第２四半期連結会計期間において、次の資産につ

いて減損損失を計上しております。

(単位：千円)

対象資産 種類 場所 減損損失

処分予定
資産

建物及び構築物

愛知県豊橋市

(木材東海工

場)

5,184

合計 ― ― 5,184

処分予定資産は、資産を各々独立した単位にグルーピン

グしております。

処分予定資産について減損損失を認識し、当第２四半期

連結会計期間末における回収可能価額まで減額いたしま

した。減損処理の対象とした処分予定資産の回収可能価

額は、他への転用及び売却の可能性がないことから、帳簿

価額の全額を減損損失として計上しております。

なお、木材東海工場における機械装置及び運搬具、リース

資産については、処分予定資産の特定ができないため、当

第２四半期連結会計期間末において減損損失として計上

しておりません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,278,464千円

預入期間が３か月超の定期預金 △112,000千円

現金及び現金同等物 1,166,464千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年４月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　

至　平成21年４月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,732,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 477

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年１月29日
定時株主総会

普通株式 51,945 30平成20年10月31日 平成21年１月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)

　

　
木材事業
(千円)

ハウス事業
(千円)

アミューズ
メント事業
(千円)

不動産事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

1,147,285784,181223,90417,7742,173,145 ― 2,173,145

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 340 29 369 (369) ―

計 1,147,285784,181224,24517,8032,173,515(369)2,173,145

営業利益又は営業損失(△)△219,60734,792 5,451 4,131△175,232(52,539)△227,772

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品等

(1) 木材事業………………………梱包用材、ドラム用材、土木建設仮設用材及び木材チップ等の製造、販売

(2) ハウス事業……………………プレハブハウスの製造、販売、仮設建物等のリース及び一般建築の請負

(3) アミューズメント事業………カラオケハウス及びゴルフ場の運営

(4) 不動産事業……………………不動産の賃貸及び売買

３　会計処理基準に関する事項の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

　

　
木材事業
(千円)

ハウス事業
(千円)

アミューズ
メント事業
(千円)

不動産事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,532,2631,314,124484,23453,2214,383,842 ― 4,383,842

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 367 51 418 (418) ―

計 2,532,2631,314,124484,60153,2724,384,261(418)4,383,842

営業利益又は営業損失(△)△530,16929,63636,397△5,863△469,998(106,733)△576,732

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品等

(1) 木材事業………………………梱包用材、ドラム用材、土木建設仮設用材及び木材チップ等の製造、販売

(2) ハウス事業……………………プレハブハウスの製造、販売、仮設建物等のリース及び一般建築の請負

(3) アミューズメント事業………カラオケハウス及びゴルフ場の運営

(4) 不動産事業……………………不動産の賃貸及び売買

３　会計処理基準に関する事項の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益はハウス事業が16,846千

円減少し、営業損失は木材事業が318,169千円、不動産事業が21,697千円それぞれ増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

　

　
日本
(千円)

パナマ
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,173,145 ― 2,173,145 ― 2,173,145

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 84,606 84,606 (84,606) ―

計 2,173,14584,6062,257,752(84,606)2,173,145

営業利益又は営業損失(△) △185,165 12,982△172,182 (55,590)△227,772

(注) １　連結会社の所在地によりセグメントを区分し、「日本」「パナマ」のセグメントを設定しております。

２　会計処理基準に関する事項の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更しております。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日）

　

　
日本
(千円)

パナマ
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

4,383,842 ― 4,383,842 ― 4,383,842

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 171,859 171,859(171,859) ―

計 4,383,842171,8594,555,702(171,859)4,383,842

営業利益又は営業損失(△) △493,346 23,888△469,457(107,274)△576,732

(注) １　連結会社の所在地によりセグメントを区分し、「日本」「パナマ」のセグメントを設定しております。

２　会計処理基準に関する事項の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失は「日本」において

356,712千円増加しております。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末
(平成20年10月31日)

　 　

　 1,583.36円
　

　 　

　 2,077.71円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎
　

項目
当第２四半期連結
会計期間末

(平成21年４月30日)

前連結会計年度末
(平成20年10月31日)

四半期連結貸借対照表上の純資産の部の合計額
(千円)

2,741,628 3,597,605

普通株式に係る四半期末(期末)の純資産額(千円) 2,741,628 3,597,605

普通株式の発行済株式数(千円) 1,732,000 1,732,000

普通株式の自己株式数(株) 477 477

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株)

1,731,523 1,731,523

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　　第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年４月30日)

１株当たり四半期純損失 466.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎　

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年４月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 808,598

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 808,598

普通株式の期中平均株式数(株) 1,731,523
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　　第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年４月30日)

１株当たり四半期純損失 156.79円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎　
　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年４月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 271,491

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 271,491

普通株式の期中平均株式数(株) 1,731,523

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年６月12日

株式会社オービス

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　新　　田　　東　　平　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　青　　木　　靖　　英　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社オービスの平成20年11月１日から平成21年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成21年２月１日から平成21年4月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年11月１日から平成21年

４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オービス及び連結子会社の平成21年

４月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の「会計処理基準に関する事項の変

更」に記載されているとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）を第１四半期連結会計期間から適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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